平成２５年度　鶴岡市ケーブルテレビジョン

放送番組審議会　議事録

期日　平成２６年２月１７日（月）
時間　午後２時００分～午後３時１０分
場所　櫛引公民館　講座室
＜出席者＞
委　員：難波正喜、齋藤明夫、渡部俊美、佐藤正、清野清、難波惠美、佐藤芳彌（７名）
※欠席：斎藤ゆう子、菅原勝、渡部さとみ（３名）

事務局：櫛引庁舎　佐藤支所長、今野総務企画課長、前森主査、佐藤主任
　　　　朝日庁舎　石井総務企画課長、小野寺主査
　　　　指定管理者　株式会社渡会電気土木　武田専務、ケーブルテレビ課丸山課長、
　　　　　　　　　　加藤放送業務係長
傍聴者：０人
公開・非公開の別：公開
１．開会　
総務企画課長
２．あいさつ
会長

本日は、鶴岡市ケーブルテレビジョン放送番組審議会に悪天候の中、又公私共にお忙し中お集まりいただきまして誠にありがとうございます。皆様にはケーブルテレビの番組編成又運営にあたりまして、何かとご指導ご協力いただきましてありがとうございます。
この冬は、関東地方で４５年以来、又観測史上初めての大雪となり、その被害も甚大となっております。一方冬期オリンピックでは日本選手の活躍、メダルの獲得に一喜一憂しており、リアルタイムに送られてくる映像に感動していることと思います。視聴者にとりまして、このようなニュース映像は計り知れない大きな力を感じられると思います。
ケーブルテレビジョンは地域に密着した映像広報としてより良い番組を放送していかれるよう、忌憚のないご意見を委員の皆様からいただきますようお願い致しまして挨拶といたします。
支所長
本日はお天気の悪い中、ご出席いただきまして有難ございます。委員の皆様には、ケーブルテレビの運営につきまして、日頃から格別のご理解とご協力をいただきまして厚く御礼申し上げます。
今年の櫛引は雪が少なく、又朝日の山間はかなりありますが、例年に比べ雪下ろしの回数が少ないということで、雪によるトラブルはごく僅かとなっております。今後は雪解けによる障害発生にならないよう努めてまいります。
４月からの消費税改定に伴いましてケーブルテレビジョン利用料金の改定ですが、月額４０円の値上げで１，３４０円に、加入金は１，０００円の値上げで３６，０００円の料金改定を、昨年１２月の市議会定例会におきまして可決いただきまして、加入者の皆様には改定通知書をお送りさせていただきました。これを機会に今後一層放送の安定と充実につとめてまいりますので、宜しくお願い申し上げます。

本日は、平成２５年度の自主放送番組の実績と自主放送の視聴と加えてケーブルテレビジョンの指定管理を平成２７年４月から利用料金制に移行する予定についてご説明申し上げたいと思います。
委員の皆様から率直なご意見を賜りまして、喜ばれる番組づくりに繋げてまいりたいと考えております。地域の身近な情報の交流を図ることでさらに活力ある地域づくりを進めていきますので、よろしくご審議いただきますようお願いいたします。　
３．報告
· 総務企画課長

　　　会議は、委員総数１０名の半数以上の出席があり、成立する旨報告
進行　会長

（１）自主放送番組の放送実績について
－指定管理者が資料に基づき説明―
委員
　加入者減の理由は

指定管理者

　転出、施設入所のための脱退である。
４．審議

（１）自主放送番組について（視聴）

ＫＣＴウィークリーから　「金峰神社へ奉納　丸岡講中“切綱づくり”」（Ｈ25.12.28放送）「白寿・長寿を祝って　鶴岡市長寿賀詞祝品贈呈」（Ｈ26.1.11放送）「昔ながらの遊びを楽しむ　朝日保でせんべい釣り」（Ｈ26.1.25放送）を視聴

委員

　色々な角度から、子供、老人、伝統文化を取り上げていて良い。冬のスキーなど天気の悪い中や黒川能の夜遅くまでの取材ご苦労。その苦労も映像で伝わると思う。櫛引や朝日の伝統文化の映像をまとめたものはあるのか。放送の保存期限はいつまでか。
指定管理者

　放送したものは、すべて保存している。
委員

　伝統文化など色々取材しているが、まだ潜在的なものがあるのではないか。伝統が残っているうちに取り上げてもらいたい。
会長　
　取材したものは、すべて保存しているのか。
指定管理者

　放送したものだけを残している。

会長　
　映像は話だけでなく目に訴えるので、印象に残る。

委員
　かつて、集落の伝統行事も取材してもらった。今残さなければ難しいものもある。伝統文化をまとめて残しておくものがあっても面白いのではないか。
会長　
　取材は前持って進めているのか。
指定管理者

　取材に入る担当の者が事前に確認いている。
委員

　子供たちのせんべい釣り、昔ながらの冬の遊び、懐かしく思い出される。

委員
　神社やお祭りのその場の映像も大事だか、準備や歴史などを入れると見方も違ってくるのではないか。毎年同じ流れの映像で物足りない。事前に内容等を聞いた上で撮影すると、別のとらえ方ができる。視聴者に感動をあたえられるのではないか。
（２）その他
会長
　資料は事前配布を願いたい。
総務企画課長

　ご意見のとおり次回以降、事前配布できるようつとめていきたい。
委員

　議会中継放送が映らないと言う視聴者がいるので、議会中継放送の視聴の仕方を徹底してほしい。
指定管理者

　マルチ設定９チャンネルボタンを押してから選局ボタンの矢印を押す。091が通常の自主放送、092が議会中継である。議会開会中お問い合わせの電話がある。その都度お知らせしている。

務企画課長

　議会中継のお知らせを分かりやすいように検討する。

会長
　市のホームページでKCTの番組を遡って視聴できるか。
指定管理者

　週１回ウエーブKCTとして、市ホームページにアップしているが、ライブラリー機能はない。

委員
　番組を保存しているテープは貸出できるか。

指定管理者

　業務用のテープでの保存のため、DVDにしないと家庭では視聴できない。

５．その他
　（１）鶴岡市ケーブルテレビジョン管理運営における利用料金制の導入について

－総務企画課が資料に基づき説明―

総務企画課長

　利用料金制は料金の決定権、減免の決定権は指定管理者に移行する。これは、一定の基準額があり、市長の承認が必要となる。十分に協議をしながら進めていくので現行と変わらないのではないか。大きく変わるのは、直接指定管理者が利用料を徴収し、市の予算を通さないことである。資金的な運用面では指定管理者にメリットがあると考えている。

委員
　この制度は以前からあったが行っていないのか。今回、法令上可能になったのか。希望すればすべての指定管理者が可能なのか。利用料金制は、裁量の範囲が広がり意欲につながるのではないか。
総務企画課長

　最近制度の改正があったものではない。指定管理制度と一緒に法律改正が行われたものと認識している。
支所長

　指定管理は利用料金制で行うのが趣旨である。公共施設は採算が取れないサービスをしているので、実際は市が指定管理者に委託料を支払って指定管理していただいている。本来、利用料金制にして、指定管理者の裁量の範囲で業務改善をし、市民サービスしていくのが趣旨。今回利用料金制にするのはより本来の趣旨に近づくもの。採算が取れない施設、収支バランスが取れない施設は指定管理者に委託料を支払わなければ運営できない。収支バランスの悪い施設は利用料金制には向かない。
総務企画課長

　運営努力が反映できるような施設、温泉施設などが導入し易いのではないか。
支所長

　利用料金制になれば自由度が増し、有料の催しも開催できる。
委員

　指定管理を受けたところが経営努力や自助努力をしていくことになるが、ケーブルテレビ事業が経営努力し利益を求めて事業運営できるかが不安である。不足部分は広告収入など営業努力し、カバーすることになるが、その広告もこの地域だけではどのくらいあるか不安。最終的には利用料金の値上げとなるのでないか。
委員
　なぜ、今まで利用料金制にならなかったのか。
総務企画課長

　より利用料金に向く施設から先行して取り組んできた。ケーブルテレビは設置エリアが限られていることから加入者を増やすことは難しく、利用料金収入を伸ばすことはできないと考えられる。その不足分を広告やダビングサービスなど指定管理者が努力できる要素を広げながら利用料金制に移行したいと考えている。手法について引き続き検討して行きたい。
委員

　防災やコミュニティなど公共性があるで、行政が大きく関わって事業の継続をお願いしたい。単純な形での移行は将来性が不安である。
総務企画課長

　十分配慮しながら進めさせていただきたい。

会長
　櫛引ケーブルテレビジョンでも民間放送のように番組の中でＣＭを流すのか。

総務企画課長

　先進事例を見るとコミュニティ情報と情報の間にＣＭを入れる場合もある。これも指定管理者との話し合いで進めて行く。
会長
　ＣＭのために番組が縮小することは無いのか。

総務企画課長

　一定の範囲にとどめる。
委員
ＣＭ放送の制作も考えられるのではないか。その収入により委託料の削減はないのか。
総務企画課長

　現在は委託料で運営しているが、委託料の代わりに利用料金が直接指定管理者に入るので委託料の削減はない。今は加入者から市に利用料を収めていただき、歳出予算を組んで指定管理者に委託料をお支払している。利用料金制は市の予算を通さないで指定管理者に利用料金が入る制度。
委員

　実施予定日として平成２７年４月１日からとしているが、それまでのタイムスケジュールは。
主査

　現在の指定管理は平成２７年の３月３１日までとなっている。次回の指定管理者を決定する際に、利用料金制の導入をお諮りしたい。２６年６月定例議会に利用料金制の条例改正を提案したい。議会の議決をいただいた後、指定管理者を公募し、指定管理者の決定を平成２６年１２月定例議会にお諮りしたい。議会の議決をいただいた後、加入者の皆様にお知らせしたい。その際に口座振替依頼書を指定管理者に再提出いただきたい。広告放送については、今後、放送番組審議会にお諮りしたい。
総務企画課長

　放送番組審議会の皆様に今後の方向性について説明させていただき、ご意見を頂戴したものである。６月議会では、新たな指定管理者の手続きのための事前行為として利用料金制をお諮りし、その後指定管理者の決定について１２月議会にお諮りする、議会の手続きで進めることになる。
委員
　指定管理者が利用料金で業務ができるのか。利用料金で業務ができなければ利用料を値上げするか、指定管理者が業務をやめるとなるのではないか不安である。指定管理者の考え方は。
指定管理者
　当初、今回の指定管理をやるにあたって、地元にある施設を有効に皆様から使っていただき、提供していきたいとの思いや、工事にも携わった関係から指定管理を受けたもの。利用料金制という大きな変わり目であるが、これから支障のないよう引き続き準備していきたいと考えている。指定管理者の公募があったものではないので時期尚早であるが、そのような思いでいるのでご理解いただきたい。
委員

　様々なサービスとは。
総務企画課長

　当面、広告放送、ダイビングサービスを考えているが、可能性ついては指定管理者と協議していく要素である。利用料金制はケーブルテレビの運営を安定的にするための手法としての導入の予定である。十分に検討して進めさせていただきたい。
６．閉会　総務企画課長
　色々なご意見をちょうだいしてありがとうございます。引き続きケーブルテレビの安定した事業運営のため、指定管理者と共に進めてまいりますので、ご助言を宜しくお願い致します。
以上
6

